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美 し い 笑 顔 が ほ ん の り 自 然 に

ちょうすけ君

町のＨＰアドレス　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｃｈｏｋａｉ.ｎｅ.ｊｐ/ｋｉｓａｋａｔａ/

象
潟
町
は
空
手
道
競
技
の

開
催
地
で
す

「初嫁出はた  つつくは今だ」

２４

（１月１１日、嫁つつき／大森地区）

で
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２　／　２９
（日） 町民体育館リニューアルオープンイベント

「踊って健康づくり」を開催

柿
崎
竹
美

　
昭
和
５２
年
生
ま
れ
、
東
由
利
町
出
身
。

日
本
民
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
９６
グ
ラ
ン

プ
リ
受
賞 

。
第
１６
代
秋
田
民
謡
王
座
、

第
４
回
秋
田
長
持
唄
全
国
大
会
な
ど

数
々
の
民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
に
輝

い
て
い
る
。

，
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昨年６月から工事が進められていた町民体育館の改造が１月２０日に

完了し、これまで以上に幅広く利用のできる体育館に生まれ変わりまし

た。使用開始前の１月３１日、２月１日に町民の皆さんへ無料開放と内覧

会を行いリニューアルした体育館をご覧になっていただきました。

２月２９日には、体育館のリニューアルオープンイベントとして、歌手

の柿崎竹美さんを迎え、「踊って健康づくり」が開催されます。

シャワー

体育館

会議室　放送室　　　           ステージ　　　      　　研修室２　研修室１

健康・体力
相談室

控室２

控室１

談話コーナー

玄関 ロビー 事務室

電気室

体力測定室

トレーニング室

バルコニー

吹　　抜
観覧席

観覧席

観覧席

リニューアルした体育館で、東由利町出身の歌手・柿崎竹美さんを
迎えて町民の皆さんと、歌と踊りでこころの健康づくり、体の健康づ
くりを楽しみましょう。入場は無料ですので、皆さんご来場ください。
見るだけでもよし、聞くだけでもよし、踊ってもよし！

　期　日　２月２９日（日）　午後１時　開場
　　　　　　　　　　　　午後２時　開演
　会　場　町民体育館
　日　程　１部　チームによる演舞
　　　　　　　　「よっちゃれ」　　上郷小学校全校児童
　　　　　　　　秋田音頭　　　　　ダンスｉｎきさかた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか
　　　　　２部　柿崎竹美ライブ　　
　　　　　　　　「こころの健康づくり」
　　　　　３部　踊って健康づくり
　　　　　　　　　※鳴子をお持ちの方はご持参ください。鳴子が
　　　　　　　　　　なくても誰でも参加できます。
　　　　　　　・よっちゃれ
　　　　　　　・みちのくよさこい乱舞
　　　　　　　・柿崎竹美「ＤＯＮＤＯＮ－ＰＡＮ」

１Ｆ

２Ｆ

シ
ャ
ワ
ー
室

　
　
身
障
者
用
１
室
を
含
め
、
計

　
４
室
を
完
備
。
運
動
後
に
汗
を

　
流
せ
ま
す
。
（
有
料
）

ト
イ
レ

　
　
身
障
者
対
応
と
し
て
、
段
差
を

　
な
く
す
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ト

　
イ
レ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ビ
ー

　
　
利
用
し
や
す
く
、

　
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ

　
げ
る
空
間
に
。

玄
関

　
　
急
な
飛
び
出
し
防

　
止
に
、
入
り
口
は
側

　
面
に
設
置
。
自
動
ド

　
ア
に
な
り
ま
し
た
。

観覧席
　　色を塗り変えきれいに新しく
　なりました。

「ヤートセ踊りの魅力を探ろう」ワークショップに参加しませんか
鳴子を使った踊りを体験してみましょう！

期日　Ａコース（１，５００円）　２月２８日（土）・２９日（日）　午前１０時～

　　　Ｂコース（１，０００円）　２月２８日（土）　午後１時～

場所　町民体育館

講師　最北烈風隊（北海道稚内市）

申し込み・問い合わせ先　２月１５日（日）まで町民体育館（☎３３―８８５５）へ

※　１月３１日、２月１日の無料開放と

内覧会には、子どもたちも遊びにきて、

新しい体育館を利用していました。

　通常の使用は２月９日（月）からです。
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象
潟
町
交
通
指
導
隊

象
潟
町
防
犯
指
導
隊
の
新
規
隊
員
を
募
集
中

現在、象潟町交通指導隊・防犯指導隊では、隊員の後継者不足のため

新規隊員を募集しています。両隊とも、交通事故や犯罪を未然に防ぐた

めの活動を通じ、安全な町づくりを支えています。あなたの力を、ぜひ

貸しください。

安全で住みよい町づくりは
　　あなたを必要としています

象
潟
町
交
通
指
導
隊
の
概
要

　
設
立
年
月
日
　

　
　
　
昭
和
５１
年
４
月
１
日

　
隊
員
定
数
　
　
１８
名

　
現
隊
員
数
　
　
１２
名

　
（
男
性
８
名
、
女
性
４
名
）

　
任
　
　
期
　
　
２
年

１５
年
度
の
主
な
活
動
状
況

　
《
交
通
指
導
車
に
よ
る
広

　
　
報
活
動
お
よ
び
街
頭
指

　
　
導
》

　
・
新
入
学
児
童
等
の
交
通

　
　
安
全
運
動

　
・
春
の
全
国
交
通
安
全
運

　
　
動

　
・
夏
の
交
通
安
全
県
民
総

　
　
ぐ
る
み
運
動

　
・
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

　
　
動

　
・
年
末
の
交
通
安
全
総
ぐ

　
　
る
み
運
動

｝交通指導車による広報活動

●
象
潟
町
交
通
指
導
隊

●
象
潟
町
防
犯
指
導
隊

昭
和
４０
年
代
、
日
本
経
済
の
大

き
な
復
興
に
伴
う
車
社
会
と
と
も

に
、
全
国
的
に
交
通
死
亡
事
故
が

急
増
し
重
大
な
社
会
問
題
と
な
っ

た
第
１
次
交
通
戦
争
。
こ
の
ま
ま

で
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
、
と
い

う
危
機
感
を
だ
れ
も
が
募
ら
せ
て

い
た
さ
な
か
の
昭
和
４２
年
、
現
在

の
象
潟
町
交
通
指
導
隊
の
前
身
で

あ
る
仁
賀
保
地
区
交
通
指
導
隊
が

発
足
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
５１
年
に
町
任
命

の
象
潟
町
交
通
指
導
隊
と
し
て
再

編
、
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

男
性
隊
員
８
名
、
女
性
隊
員
４
名

の
計
１２
名
で
、
主
に
「
交
通
安
全

運
動
期
間
中
の
街
頭
で
の
交
通
指

導
」「
指
導
車
に
よ
る
巡
回
広
報
」

な
ど
交
通
事
故
防
止
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
後
、
時
代
と
と
も
に
変
化
す

る
交
通
情
勢
に
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
が
、
ま

ず
は
、
隊
員
が
一
丸
と
な
っ
て

「
地
域
住
民
の
安
全
は
、
自
分
た

ち
の
手
で
守
る
」
と
い
う
設
立
時

の
原
点
を
忘
れ
ず
、
地
域
に
密
着

し
た
「
子
ど
も
と
高
齢
者
」
「
歩

行
者
と
自
転
車
」
の
交
通
事
故
防

止
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

指
導
隊
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と

思
う
こ
と
は
、
街
頭
指
導
の
際
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
「
ご
苦
労
さ
ま

で
す
」
の
一
言
が
何
よ
り
大
き
な

励
み
に
な
っ
て
る
こ
と
で
す
。

�

象
潟
町
防
犯
指
導
隊
は
、
昭
和

５９
年
そ
の
前
身
で
あ
る
象
潟
地
区

防
犯
指
導
隊
と
し
て
発
足
し
、
そ

の
後
、
昭
和
６３
年
に
町
条
例
で
制

定
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
「
防
犯
指
導
隊
」
の
任
務
は
、

犯
罪
の
未
然
防
止
の
啓
発
活
動
を

中
心
に
、
安
全
で
住
み
よ
い
地
域

社
会
の
実
現
の
た
め
、
地
域
安
全

活
動
の
中
核
と
な
っ
て
活
動
す
る

も
の
で
す
。
犯
罪
と
い
う
と
町
民

に
と
っ
て
は
大
き
な
不
安
要
因
で

す
が
「
安
全
」
と
「
安
心
」
と
い

う
と
こ
ろ
に
施
策
の
ポ
イ
ン
ト
を

お
い
た
活
動
で
あ
り
、
特
に
危
険

の
伴
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

警
察
と
も
緊
密
な
連
携
を
保
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
活
動
内
容
に

よ
っ
て
は
警
察
官
も
同
行
す
る
な

ど
の
配
慮
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
の
好
ま
し
く
な
い
社
会
風

潮
、
都
市
化
現
象
な
ど
か
ら
犯
罪

が
起
き
や
す
い
環
境
に
少
な
か
ら

ず
な
っ
て
き
て
お
り
、
犯
罪
も
多

様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

女
性
隊
員
の
必
要
性
も
感
じ
て
い

ま
す
。

私
は
、
象
潟
町
防
犯
指
導
隊
の

任
務
と
し
て
、
将
来
、
地
域
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
地
域
安
全
活
動

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
置

い
て
い
ま
す
。
ま
た
「
自
分
の
安

全
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
地
域

安
全
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
警

察
・
町
防
犯
協
会
等
関
係
団
体
と

連
携
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

隊　長

佐々木徳右ェ門さん
　　（冠　石）

隊　長

今野　悦博さん
　（桜ケ丘）

象
潟
町
防
犯
指
導
隊
の
概
要

　
設
立
年
月
日

　
　
　
昭
和
６３
年
４
月
１
日

　
隊
員
定
数
　
　
１５
名

　
現
隊
員
数
　
　
１２
名

　
　
　
　
　
　
（
男
性
１２
名
）

　
任
　
　
期
　
　
２
年

１５
年
度
の
主
な
活
動
状
況

　
・
象
潟
町
祭
典
宵
宮
青
少

　
　
年
街
頭
指
導

　
・
光
岸
寺
地
蔵
尊
祭
典
青

　
　
少
年
街
頭
指
導

　
・
「
車
上
狙
い
」
多
発
に

　
　
伴
う
緊
急
街
頭
指
導

　
・
花
火
大
会
夜
間
パ
ト

　
　
ロ
ー
ル

　
・
秋
の
地
域
安
全
運
動

　
・
年
末
年
始
の
犯
罪
お
よ

　
　
び
事
故
防
止
運
動

《がんばれ！がんばろう！消防団》
消防団は、永い歴史と伝統に培われ、郷土を愛し、水火災等の

災害から国民の生命・財産を守るため、防災活動に従事していま

す。

常備化が進展した今日においても「自らの地域は自らで守る」

という精神に基づき、地域密着性、要員動員力、即時対応能力を

有していることから、消防団は大規模災害時をはじめとして、地

域の安全確保のために果たす役割には極めて大きいものがありま

す。しかしながら、社会環境の変化等に伴い、団員数の減少やサ

ラリーマン化等のさまざまな課題に直面しています。

消防団員は、本業を持ちながら地域の人たちの期待に応えるべ

く奉仕の精神で社会のために尽くしています。皆さんもその一員

として、地域に住む仲間と一致団結して、消防・防災に力を発揮

しませんか。消防団では、いつでも入団を歓迎、募集しています。

皆さんの入団を期待しています。（定数に満たない団は左記のと

おりです）

※詳細については、役場町民課（☎４３―７５００）か仁賀保地 区

　消防本部（☎３８―２３１０）へお問い合わせください。

１―１　元　町　３０　　２９　　１

１―２　　〃　　３０　　２７　　３

２―１　小　滝　２０　　１７　　３

２―２　本　郷　１７　　１５　　２

２―３　長　岡　２０　　２０　　０

２―４　大　森　１９　　１８　　１

２―５　横　岡　２０　　２０　　０

２―６　石名坂　１２　　１１　　１

２―７　水　岡　１２　　１０　　２

３―１　　関　　 ２２　　１６　　６

３―２　小砂川　 ２２　　２２　　０

３―３　大砂川　１５　　７　　　８

３―４　川　袋　１７　　１６　　１

３―５　中丿沢　２０　　１８　　２

３―６　大須郷　２２　　１９　　３

団員一覧表

部名　　地区名　　定数　　団員数　　減員数

１
月
８
日
に
行
わ
れ
た
初
出
式

消防団員も
　　募集中！

　
両
隊
と
も
随
時
隊
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
課
生

活
環
境
係
（
☎
４３
―
７
５
０
０
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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◯
…
そ
の
昔
、
象
潟
大
地
震
の
発
生
か
ら
今
年
は
二

百
年
に
あ
た
る
。
最
近
は
国
の
内
外
で
大
き
な
地
震

が
頻
発
し
て
い
る
が
、
悲
惨
な
災
害
の
来
な
い
こ
と

を
念
じ
な
が
ら
象
潟
町
史
を
ひ
も
と
く
。

―
一
八
〇
四
年
（
文
化
元
年
）
の
六
月
四
日
。
殆
ど

の
人
が
寝
入
っ
た
夜
の
十
時
ご
ろ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
一
の
直
下
型
地
震
が
こ
の
地
域
一
帯
を
襲
う
。

瞬
時
に
し
て
倒
壊
し
た
家
屋
五
百
三
十
三
、
死
者
が

九
十
七
と
い
う
大
惨
事
と
な
っ
た
。
九
十
九
島
・
八

十
八
潟
の
景
観
は
無
残
に
も
一
変
。
「
出
羽
国
大
地

震
。
象
潟
崩
れ
日
本
の
佳
景
を
絶
す
」（
徳
川
実
紀
）

と
い
う
冷
酷
な
記
録
も
あ
る
。
人
々
の
阿
鼻
叫
喚

（
あ
び
き
ょ
う
か
ん
）
が
聞
こ
え
て
く
る
。
―
わ
が

町
で
は
、
平
成
十
一
年
の
二
月
に
小
砂
川
沖
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
五
弱
の
地
震
に
直
撃
さ
れ

た
が
、
こ
の
時
は
家
屋
の
損
壊
が
あ
っ
た
も
の
の
、

幸
い
人
身
被
害
や
火
災
な
ど
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

防
災
に
関
心
を
寄
せ
る
若
手
職
員
た
ち
は
、
象
潟
地

震
二
百
年
に
ち
な
ん
で
「
噴
火
、
地
震
、
災
害
展
」

や
地
震
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
「
い
ざ
っ
、
と
い

う
時
に
備
え
た
い
」
と
要
求
し
て
い
る
。
新
年
度
の

予
算
編
成
が
始
ま
っ
た
が
、
彼
等
の
熱
意
を
「
骨

格
予
算
」
に
ど
こ
ま
で
反
映
さ
せ
る
べ
き
か
目
下
、

思
案
の
最
中
で
あ
る
。

◯
…
年
末
、
幼
馴
染
（
お
さ
な
な
じ
み
）
で
、
か
つ

役
場
職
員
だ
っ
た
須
田
正
人
さ
ん
か
ら
「
釣
り
の
思

い
出
話
」
と
題
す
る
シ
ャ
レ
た
本
を
頂
戴
し
た
。
ご

本
人
の
釣
り
経
歴
を
気
ま
ま
に
ま
と
め
た
エ
ッ
セ
イ

集
だ
が
、
話
題
が
豊
富
で
な
か
な
か
面
白
い
ば
か
り

か
、
戦
前
戦
後
の
磯
浜
の
風
景
や
象
潟
町
の
人
々
の

人
情
が
ほ
の
ぼ
の
と
伝
わ
っ
て
く
る
好
著
で
あ
る
。

須
田
さ
ん
が
ア
ブ
ラ
コ
釣
り
の
名
人
で
あ
る
こ
と
は

象
潟
の
釣
り
愛
好
家
に
広
く
知
ら
れ
た
事
実
だ
が
、

拝
読
し
て
こ
れ
ま
で
に
釣
り
上
げ
た
魚
の
種
類
と
数

の
多
さ
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
た
。

し
か
も
達
意
の
文
章
で
あ
る
。
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ

て
し
ま
う
の
だ
。
釣
り
好
き
の
人
な
ら
少
年
少
女
の

頃
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
シ
ン
ジ
ョ
（
ア
イ
ナ

メ
）
の
小
さ
い
の
（
シ
ン
ジ
ョ
コ
）
を
釣
っ
て
喜
ん

で
い
た
も
の
だ
が
、
須
田
さ
ん
の
筆
使
い
は
ま
こ
と

に
冴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

作
家
・
池
波
正
太
郎
の
描
く
「
鬼
の
平
蔵
」
が
シ
ン

ジ
ョ
の
辛
め
の
煮
付
け
を
好
ん
だ
話
を
紹
介
し
な
が

ら
、
シ
ン
ジ
ョ
に
ま
つ
わ
る
ご
本
人
の
思
い
出
を
ま

と
め
て
い
る
あ
た
り
は
、
心
憎
い
ほ
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
ツ
ヅ
ラ
ゴ
釣
り
と
い
う
懐
か
し
い
魚
釣
り
の

紹
介
も
あ
っ
た
。
ツ
ヅ
ラ
ゴ
は
ボ
ラ
の
幼
魚
の
こ
と

だ
が
、
い
ま
の
象
潟
漁
港
が
出
来
る
前
は
「
入
湖
の

澗
」
と
呼
ば
れ
、
象
潟
の
浜
辺
の
原
風
景
の
残
る
所

だ
っ
た
。
そ
こ
が
ツ
ヅ
ラ
ゴ
釣
り
の
絶
好
の
場
所
だ
っ

た
。
小
生
も
兄
に
く
っ
つ
い
て
釣
り
に
行
っ
た
記
憶

が
あ
る
せ
い
か
、
当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
懐
か
し

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
だ
ま
だ
書
き
た
め
て

あ
る
と
か
、
い
ず
れ
「
続
…
思
い
出
話
」
が
刊
行
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
昨
年
十
二
月
の
「
町
長
室
か
ら
」
の
中
で
「
西
施
と
並
ぶ

美
人
・
鄭
丹
」
と
書
き
ま
し
た
が
「
鄭
旦
」
の
誤
り
で
し
た
）

町長室から

「まさかの災害に備えよう」

金　　　巖

　とっても便利！  イントラネット

１月１５日から運用が開始された、役場と公共施設を

光ファイバーケーブル網で結ぶ情報ネットワーク（地

域イントラネット）。ホームページは３町共通になって

いますが、ページ左側のリンク集をペンでタッチ（家

庭ではクリック）していくと、象潟町の行政情報や観

光情報を得ることができます。今回は利用法の一部

を紹介しますので、ぜひ、一度試してその便利さを

実感してみてください（ご家庭のパソコンからは、上

記アドレスにアクセスしてください）。検索サイトの

「Ｙａｈｏｏ」を利用することもできます。

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｋｋｔｏｗｎ．ｊｐ

�
次
の
画
面
で
「
象
潟
町
◆
申
請
書

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
を
タ
ッ
チ
す
る

　
と
申
請
書
の
メ
ニ
ュ
ー
が
出
て
き

　
ま
す
。
例
え
ば
「
住
民
票
・
戸
籍

　
謄
抄
本
・
税
務
証
明
等
交
付
申
請

　
書
」
へ

�
申
請
書
の
様
式
が
出
て
い
る
の
で
、

　
こ
れ
を
印
刷
す
れ
ば
、
ご
家
庭
で

　
記
入
し
窓
口
へ
提
出
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。
（
施
設
の
パ
ソ
コ
ン

　
に
は
プ
リ
ン
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん

　
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

⬅

⬅

⬅

⬅

�
初
期
の
画
面
で
す
。
こ
こ
か
ら
い

　
ろ
い
ろ
な
情
報
に
入
っ
て
い
き
ま

　
す
。
備
え
付
け
の
ペ
ン
（
公
開
パ

　
ソ
コ
ン
の
場
合
）
で
メ
ニ
ュ
ー
に

　
タ
ッ
チ
す
る
と
次
の
画
面
に
進
み

　
ま
す
。
例
え
ば
「
申
請
書
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
」
へ

各
種
申
請
書
を

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

公
共
施
設
の
空
き
状
況
を

　
　
　
　
確
認
し
、
仮
予
約

㈰トップメニューから「公共施設予約」へ入ると、
各施設のメニューが表示されます（仁賀保町から
始まるので、本町は下の方にあります）。例えば
公民館の空き状況を見たい場合は「確認」にタッ
チします。

　

㈰３町のホームページのトップメニューから「リン
ク集」へ入ると、地域のホームページを見ること
ができます。「リンク集／地域のホームページ」
から「象潟町」を選択。「リンク集」を追加しま
したので、簡単に必要な情報を探すことができる
ようになりました。

㈪施設一覧が表示されるので、確認したい施設を選
択します。例えば「大ホール」を見ます。空いて
いる日時を予約したい場合は、□にタッチして
チェックを入れます。「申請内容」にタッチして
手順に従っていくと、予約申し込みすることがで
きます（許可がでるまでは本予約になりませんの
で、ご注意ください）。

㈪メニューは行政、教育、生活情報など。医療関係
や旅行情報、ニュースなどあらゆる最新情報を探
すことができます。ちょっと調べてみたいことな
どありましら、ぜひ活用してみてください。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

　
　
充
実
し
ま
し
た

●公開パソコン設置場所●
象潟町役場／公民館／保健センター／町民体育館／郷土資料館／公会堂／Ｂ＆Ｇ海洋センター／

老人福祉センター／都市農村交流センター／上郷生活改善センター／サンねむの木／ねむの丘／

鶴泉荘
※そのほか、金浦町・仁賀保町の公共施設に設置のパソコンも利用できます。

※
ほ
か
に
も
行
政
に
対
す
る
「
Ｑ
＆
Ａ
」
や
「
行
事
カ
レ

　
ン
ダ
ー
」
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

　
と
て
も
便
利
な
サ
イ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

わぁ～
お
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小
滝
の
チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ
舞

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

本
町
５
件
目
の
国
指
定
文
化
財

こ
の
ほ
ど
、
文
部
科
学
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
文
化
審
議
会
は
、
本
町

の
小
滝
地
区
に
伝
わ
る
チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ
舞
を
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
す
る
よ
う
国
に
答
申
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
本
町
の
国
指
定
文
化
財
は

５
件
と
な
り
ま
す
。
指
定
さ
れ
る
チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ
舞
の
概
要
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
本
町
の
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ
舞
が
伝
わ
る

小
滝
地
区
は
、
近
世
に
は
鳥
海
修

験
の
拠
点
で
あ
り
、
こ
の
舞
は
修

験
関
係
者
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
明
治
時
代
か
ら
金
峰

神
社
が
継
承
し
、
現
在
は
、
同
神

社
の
例
祭
の
日
（
毎
年
６
月
の
第

２
土
曜
日
）
に
、
同
神
社
の
境
内

に
あ
る
土
舞
台
（
閻
浮
提
、
チ
ョ
ウ

ク
ラ
イ
ロ
山
と
も
い
う
）
で
、
氏

子
た
ち
が
舞
っ
て
い
ま
す
。

七
演
目
か
ら
成
り
、
烏
帽
子
、

狩
衣
の
若
者
二
人
が
、
陵
王
、
納

曽
利
の
面
を
着
け
、
扇
を
持
っ
て

「
タ
イ
シ
ト
ン
サ
ッ
サ
」
の
唱
え

こ
と
ば
に
合
わ
せ
て
舞
う
九
舎
の

舞
、
長
刀
で
四
方
の
し
め
縄
を
切

る
荒
金
の
舞
、
花
笠
を
か
ぶ
り
女

装
し
た
６
人
の
少
年
が
「
チ
ョ
ウ

ク
ラ
イ
ロ
」
の
唱
え
こ
と
ば
に
合

わ
せ
て
舞
う
小
児
の
舞
、
少
年
４

人
に
よ
る
太
平
楽
の
舞
、
老
男
女

の
面
を
着
け
た
少
年
２
人
が
舞
う

祖
父
祖
母
の
舞
、
若
者
一
人
が
神

木
を
持
っ
て
舞
う
瓊
矛
の
舞
、
陵

王
や
納
曽
利
の
面
を
着
け
た
若
者

が
一
人
ず
つ
手
に
笏
を
持
っ
て
舞

う
閻
浮
の
舞
が
あ
り
ま
す
。

国
指
定
の
理
由
と
し
て
、
舞
楽

面
の
陵
王
や
納
曽
利
の
面
を
着
け

る
舞
や
、
子
ど
も
た
ち
が
花
笠
を

か
ぶ
り
、
ビ
ン
ザ
サ
ラ
や
鞨
鼓
を

持
つ
田
楽
を
し
の
ば
せ
る
舞
が
あ

り
、
中
世
に
大
寺
院
の
僧
侶
等
に

よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
舞
楽
や
田
楽

の
姿
を
う
か
が
わ
せ
る
芸
能
で
あ

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
土
の
舞
台
で

上
演
す
る
な
ど
、
芸
能
の
変
遷
過

程
や
地
域
的
特
色
を
示
す
も
の
と

し
て
特
に
重
要
で
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。

チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ
舞
は
昭
和
４１

年
に
「
延
年
チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ
舞
」

と
し
て
秋
田
県
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
５６
年
に
は

国
の
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず

べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
選
択

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
国
指
定

で
は
名
称
を
「
小
滝
の
チ
ョ
ウ
ク

ラ
イ
ロ
舞
」
と
し
て
い
ま
す
。

中
世
の
舞
楽
を

う
か
が
わ
せ
る
民
俗
芸
能

国
指
定
文
化
財
件
数
は

県
内
市
町
村
で
３
番
目

「
小
滝
の
チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ
舞
」

が
国
指
定
さ
れ
る
と
、
本
町
の
国

指
定
文
化
財
は
５
件
に
な
り
ま
す
。

ほ
か
に
は
「
奈
曽
の
白
瀑
谷
」（
昭

和
７
年
指
定
・
名
勝
）
、
「
象
潟
」

（
昭
和
９
年
指
定
・
天
然
記
念
物
）、

「
上
郷
の
小
正
月
行
事
」
（
平
成

１０
年
指
定
・
重
要
無
形
民
俗
）、「
鳥

海
山
獅
子
ケ
鼻
湿
原
植
物
群
落
及

び
新
山
溶
岩
流
末
端
崖
と
湧
水
群
」

（
平
成
１３
年
指
定
・
天
然
記
念
物
）

で
す
。

県
内
各
市
町
村
の
国
指
定
文
化

財
の
件
数
を
み
て
い
く
と
、
本
町

の
５
件
は
、
秋
田
市
の
２０
件
、
男

鹿
市
の
６
件
に
次
ぐ
３
番
目
の
多

さ
と
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
本
町
に
は
、
「
三
崎

山
旧
街
道
」
や
「
鳥
海
山
日
立
舞
」

な
ど
の
県
指
定
文
化
財
が
１４
件
、

「
関
村
伝
来
文
書
」
や
「
盆
小
屋

行
事
」
な
ど
の
町
指
定
文
化
財
が

３８
件
あ
り
、
国
、
県
、
町
そ
れ
ぞ

れ
の
指
定
を
合
わ
せ
る
と
５７
件
と

な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
国
指
定
と
県
指
定

を
合
わ
せ
た
文
化
財
件
数
１９
件

は
、
県
内
の
町
村
の
中
で
は
最
多

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
文
化
財
の
特
色
は
、
名

勝
・
天
然
記
念
物
な
ど
の
自
然
関

係
、
そ
し
て
伝
承
芸
能
な
ど
の
無

形
民
俗
関
係
が
多
い
こ
と
で
す
。

自
然
関
係
は
訪
れ
る
人
た
ち
の
理

解
な
く
し
て
は
保
護
で
き
ま
せ
ん

し
、
民
俗
芸
能
も
後
継
者
づ
く
り

な
ど
地
域
の
協
力
が
必
要
で
す
。

文
化
財
の
多
さ
は
、
わ
が
町
の

自
然
の
豊
か
さ
、
文
化
水
準
の
高

さ
を
示
し
て
お
り
、
本
町
の
誇
り

と
い
え
る
も
の
で
す
。
今
後
も
、

皆
さ
ん
の
文
化
財
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲小滝のチョウクライロ舞の「小児の舞」

▲「九舎の舞」

▲国指定名勝「奈曽の白瀑谷」
（現状）訪れる人たちのゴミ捨て等
　　　　の防止が課題である。

国指定天然記念物

「象　潟」
（現状）松くい虫等の被害が広がっているため、年々多くの島の松が
　　　　伐倒焼却されており、松の後継木育成に努めている。

国指天然記念物「鳥海山獅子ケ鼻湿原植物群落及び

　　　　　　　　　新山溶岩流末端崖と湧水群」
　　　〈写真〉～獅子ケ鼻湿原の出つぼ～

（現状）多くの方々が訪れるようになったため、
　　　　ブナの木等が弱まり、一部立ち入りを
　　　　禁止している場所がある。

▲国指定重要無形民俗文化財「上郷の小正月行事」
　　〈写真〉～横岡地区のモチもらい～

（現状）小正月行事のメーンがサエの神行事であるが、
　　　　その主役の子どもたちが年々少なくなっている
　　　　のが大きな問題になっている。

▲

▲

し
ゅ

そ
　
り

こ
た
き

で
ん
が
く

か
っ
こ

し
ゃ
く

ぬ
ぼ
こ

ち
　
ご

あ
ら
が
ね

え
ん
ぶ

た
い
へ
い
ら
く

な
ぎ
な
た

く
　
し
ゃ

な

り
ょ
う
お
う

か
り
ぎ
ぬ

え
　
ぼ
　
し

え
ん
　
ぶ
　
だ
い

き
ん
ぽ
う

げ
ん

くしゃ

ち　ご

まったんがい

はくばくこく

は
く
ば
く
こ
く

ま
っ
た
ん
が
い

小
滝
の
チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ
舞

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
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トピックス
町民スキー教室

汐
見
町
３
子
ど
も
会

佐々木総太君
県サッカー・ベストイレブンに

象潟小
６　年（　　　）

そうた

まちに待った雪に大喜び

凧
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

１
月
８
日
、
汐
見
町
３
子
ど
も
会
の
児

童
４１
人
が
参
加
し
て
凧
づ
く
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
講
師
の
本
荘
凧
の
会
の
メ
ン

バ
ー
７
人
が
、
作
り
方
を
分
か
り
や
す
く

丁
寧
に
指
導
し
、
順
調
に
組
み
立
て
ら
れ

て
い
き
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
模
様
や
絵
を

描
い
て
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
凧

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
強
風
が
吹
く
あ
い
に
く
の
天

気
で
し
た
が
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
凧
を

あ
げ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
ま
す

☆
叙
位
叙
勲

　
「
従
六
位
旭
日
双
光
章
」

☆
叙
勲

　
「
旭
日
単
光
章
」

故吉川　淳宏氏
　（小　滝）

故須藤　勝弥氏
　　（大須郷）

こんにちは赤ちゃん
　　先月号で２００３年に誕生した赤ちゃん
を紹介しましたが、本紙の発行の都合で
掲載できなかった赤ちゃんを紹介します。

　
「
昭
和
４７
年
に
町
議
会
議
員
に
初
当

選
以
来
、
平
成
８
年
ま
で
の
間
６
期
の

永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
町
議
会
に
お

い
て
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、
建

設
常
任
委
員
会
委
員
長
等
を
歴
任
し
、

高
邁
な
政
治
信
念
と
果
敢
な
実
行
力
を

も
っ
て
象
潟
町
の
産
業
、
教
育
、
文
化

福
祉
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
て

き
ま
し
た
」

　
「
昭
和
４３
年
に
町
議
会
議
員
に
初
当

選
以
来
、
平
成
８
年
ま
で
の
間
７
期
の

永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
町
議
会
に
お

い
て
、
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
、
教

育
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長
、
総
務
常

任
委
員
会
副
委
員
長
等
を
歴
任
し
、
高

邁
な
政
治
信
念
と
果
敢
な
実
行
力
を

も
っ
て
象
潟
町
の
産
業
、
教
育
、
文
化

福
祉
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
て

き
ま
し
た
」

　このほど、県サッカー協会で本

年度のベストイレブンが発表され、

象潟小学校の佐々木総太君（浜畑）

が選ばれました。

　総太君は、スポ少活動のほか、

県選抜チームの一員として東北各地の大会や関東遠

征などで活躍してきました。

　「これまでの１番の思い出は、県選抜に選ばれて、

埼玉スタジアムで試合をしたことです。将来は日本

代表としてワールドカップに出場し優勝したいです。

まずは、スポ少最後の大会となる郡市フットサル大

会で、みんなと力を合わせて優勝を目指します」と

力強く目標を語ってくれました。

１月１７日、町営スキー場を会場に町

民スキー教室が行われました。小学生

を中心に１９人が参加した教室は、個々

のレベルごとに分かれて指導を受け、

基本からじっくりと習得しました。

今シーズンは降雪が少なく、当日の

滑走状態も心配されていましたが、前

日までには十分な雪が積もり、好天に

も恵まれてスキーの楽しさを満喫した

１日となりました。

須藤祥悟�

（小浜）

「」



　お兄ちゃんのマネっ

こ大好き。仲良しだけど

ケンカは負けないよ

ｖｏｌ．１１ｖｏｌ．１１

　ねんどでいろんな形
の物をつくるのが好きな
んだ。星とかハートとか
　じょうずだヨ
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　佐藤　美雨　
　　（１才・３４区）

ち　ゃ　　ん

三浦　　塁　
　（４才・はまなす）

ち　ゃ　　ん

み　う

るい

げんきッズげんきッズ

　１月１７日、町民スキー教室が行われた町営スキー場で

出会った元気いっぱいの２人。

青春まっただなか青春まっただなか

かたち

にい

だいす　　　　なかよ

ま

もの　　　　　　　　　　　す

ほし

　
横
　
岡

　
齋
藤
　
和
美
さ
ん
（
２３
歳
）

　
　
　
　
　
　
―
象
潟
病
院
勤
務
―

ぼ　く
わたしは

昨
年
１０
月
か
ら
象
潟
病
院
の
薬

局
に
勤
め
て
い
る
和
美
さ
ん
で
す
。

「
高
校
を
卒
業
後
、
調
理
の
専

門
学
校
に
行
き
、
秋
田
市
な
ど
で

調
理
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

昨
年
、
こ
こ
の
病
院
で
募
集
が
あ

り
採
用
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
薬

局
の
方
で
人
手
が
足
り
な
い
と
い

う
こ
と
で
薬
剤
師
の
助
手
を
し
て

い
ま
す
。

今
ま
で
と
違
う
分
野
の
仕
事
な

の
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
周
り
の
方
々
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
覚
え
て
い
る
最
中

で
す
。
薬
を
扱
う
仕
事
な
の
で
、

緊
張
の
毎
日
で
す
ね
。
近
い
う
ち

に
調
理
師
と
し
て
の
仕
事
に
戻
る

と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
こ
れ
ま

で
と
違
っ
た
経
験
を
生
か
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

―
性
格
は

　
「
何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組

む
性
格
で
す
。
で
も
優
柔
不
断
な

と
こ
も
あ
る
か
な
」

―
趣
味
は

　
「
映
画
鑑
賞
で
す
。
最
近
は

『
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
』
を
観
て
感

動
し
ま
し
た
」

―
こ
れ
か
ら
し
て
み
た
い
こ
と
は

「
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
ゆ
っ
く

り
旅
行
し
て
み
た
い
で
す
ね
」

―
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

「
優
し
く
て
、
頼
り
が
い
の
あ

る
人
で
す
」

ガ スン バ
レ

団　員　数　３０人
代表指導者　佐々木　康（中橋町）
指　導　者　鈴木　　誠（桜ケ丘）
　　〃　　　伊藤　武久（武道島２区）
　　〃　　　佐々木光美（上浜の町）
　　〃　　　神坂陽二郎（臨　海）
　　〃　　　小形　一成（桜ケ丘）
　　〃　　　佐藤　正道（象潟小）
　　〃　　　安井　伸也（象潟小）

ポ 少 Ｎｏ．10

「緊張の毎日の中で
　　　　頑張っています」

象潟バスケットボール�
　スポーツ少年団
象潟バスケットボール�
　スポーツ少年団 男子

指導者を代表して安井伸也さん（写真）にチー

ムを紹介していただきました。

「個人としてもチームとしても、目的意識を

持ってやることでスポーツをする喜びが出てき

ます。今はとにかくバスケを好きになってもら

えるように心掛けて指導にあたっています。う

ちは団員数が多く、みんな元気があります。ケ

ガのないようにスタッフ全員で目を配り、入っ

た以上は卒業まで続けてほしいですね」

※指導者は男女共通



　

象
潟
を
離
れ
て
１５
年
の
日
々
が
過

ぎ
た
。
今
で
は
す
っ
か
り
オ
バ
サ
ン
。

就
職
で
上
京
し
、
そ
の
ま
ま
結
婚
し

て
、
今
は
小
学
４
年
生
と
２
年
生
の

母
で
も
あ
る
。
結
婚
し
て
し
ば
ら
く

主
人
の
両
親
と
同
居
、
４
年
半
前
に

象
潟
の
よ
う
な
自
然
が
恋
し
く
な

り
、
東
京
郊
外
に
あ
る
あ
き
る
野
市

に
移
り
住
ん
だ
。

鳥
海
山
の
よ
う
な
高
い
山
こ
そ
な

い
け
れ
ど
、
秋
川
渓
谷
を
は
じ
め
、

低
く
連
な
る
山
の
緑
に
囲
ま
れ
て

悠
々
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
象
潟
の

合
併
話
が
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
あ
き
る
野
市
も
近
隣
と
合

併
し
て
で
き
た
と
こ
ろ
だ
。

さ
て
、
私
と
い
え
ば
、
専
業
主
婦

歴
１０
年
で
、
ぬ
く
ぬ
く
と
己
の
脂
肪

を
増
や
し
て
き
た
。
昨
年
の
５
月
か

ら
、
パ
ー
ト
で
歯
科
医
院
に
務
め
だ

し
、
仕
事
を
す
る
楽
し
さ
を
思
い
出

し
た
。

子
ど
も
は
、
嫌
な
と
こ
ろ
ば
か
り

私
に
似
て
き
た
。
私
も
そ
う
い
え
ば
、

子
ど
も
の
こ
ろ
「
お
母
さ
ん
の
こ
ん

な
と
こ
ろ
嫌
だ
」
と
思
っ
て
い
た
け

れ
ど
、
な
る
ほ
ど
、
母
に
似
て
い
る
。

ま
、
い
い
さ
。
離
れ
て
い
て
も
こ
ん

な
こ
と
で
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
か
ら
ね
。

２
年
に
一
度
く
ら
い
の
里
帰
り
で

目
に
す
る
父
母
の
小
さ
さ
。
寂
し
い
。

い
つ
ま
で
も
威
勢
い
の
い
い
親
で
い

て
ほ
し
い
の
に
、
私
は
年
を
重
ね
る

た
び
に
親
が
小
さ
く
な
る
こ
と
を
最

近
気
づ
い
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
、

田
舎
の
匂
い
が
す
る
あ
き
る
野
市
に

来
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

最
近
で
は
、
子
ど
も
に
自
分
が
小

さ
か
っ
た
こ
ろ
の
遊
び
を
教
え
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
の
に
、

こ
の
文
を
書
い
て
い
る
と
、
子
ど
も

の
よ
う
に
母
が
恋
し
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
今
夜
電
話
し
て
み
よ
う
。

私
は
母
の
子
で
も
あ
る
が
、
象
潟

の
子
で
も
あ
る
。
象
潟
町
に
は
い
つ

ま
で
も
「
象
潟
町
」
で
い
て
ほ
し
い
。
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元気でＥメール

遠
藤
　
久
美
さ
ん
・
３４
歳

　
　
　
　
　
〈
旧
姓
・
阿
部
〉

　
（
東
京
都
あ
き
る
野
市
在
住

　

　
　
　
　
　
＝
下
荒
屋
出
身
）

象
潟
の
よ
う
な

　
　
自
然
が
恋
し
い

第２４回

企業
   探訪

創
　
　
業
　
平
成
７
年
４
月

所

在

地
　
西
中
野
沢
字
浜
の
田
９２
―
３４

代
　
　
表
　
佐
々
木
寛
二

従

業

員
　
９
名

事
業
内
容
　
金
属
素
材
（
材
料
）
６
面
加
工

　切削・研磨した製品

▼１／１００ｍｍの誤差を
　チェック

　
主
に
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
金
属
素
材

を
切
削
・
研
磨
し
、
出
荷
し
て
い
る

Ｍ
Ｔ
Ｓ
代
表
の
佐
々
木
さ
ん
（
写

真
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
―
象
潟
周
辺
で
は
あ
ま
り
聞
か
な

い
業
種
で
す
が
。

　
「
簡
単
に
言
え
ば
機
械
部
品
等

で
使
う
材
料
、
金
属
製
の
板
を
寸

法
ど
お
り
に
カ
ッ
ト
し
、
表
面
加

工
後
（
切
削
・
研
磨
）
出
荷
す
る

仕
事
で
す
。
こ
れ
ら
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
精
密
板
金
加
工
等

が
容
易
に
な
る
わ
け
で
す
」

　
―
こ
の
仕
事
を
始
め
た
の
は
な

ぜ
で
す
か
。

　
「
ご
存
じ
の
方
も
い
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
以
前
は
自
分
の
趣
味

を
商
売
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、

ど
う
し
て
も
冬
場
の
仕
事
が
薄
く

な
っ
て
し
ま
い
、
副
業
的
に
今
の
仕

事
を
や
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
こ

れ
が
だ
ん
だ
ん
面
白
く
な
り
、
気
づ

い
た
こ
ろ
に
は
、『
こ
っ
ち
が
本
業
に

な
っ
て
い
た
』
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
で
は
、
忙
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
の
で
、
本
当
に
あ
り

が
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

　
―
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
。

　
「
取
り
あ
え
ず
は
、
工
場
の
移
転

を
考
え
て
い
ま
す
。
今
の
工
場
は
手

狭
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
目

下
の
課
題
で
す
。
そ
れ
と
や
は
り
、

お
客
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
を
維
持
し

て
い
く
た
め
の
努
力
は
忘
れ
ず
に
、

『
い
か
に
早
く
、
そ
し
て
正
確
な
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
」

▲

Ｍ  

Ｔ  

Ｓ
（
メ
タ
ル
テ
ク
ノ
サ
サ
キ
）



ヨコのカギ
㈰元町の初午行事は、小浜地区のこ
の神社と「しも◯ら◯」地区の白
狐山玉姫稲荷神社の２カ所が盛ん
です。
㈪「◯ど◯たち」による㈫「し◯ま
◯」が行われます。
㈬同神社で舞いを奉納をした後「の
ぼ◯」やヤリを先頭に、カネや太鼓
を鳴らして町内を練り歩きます。
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　問題
　写真を見て、タテの
太マスをうめてくださ
い。ヨコのカギで横マ
スをうめても、答えが
わかります。

　ふるさと
　探　 検
　パ ズル

先
月
号
の
答
え

　お分かりになった方は、ハガキまたは

ファクス（４３―５７０７）で、住所・氏名・
年齢・電話番号を明記の上、できればメッ

セージを添えて、〒０１８―０１９２ 象潟町役場

広報クイズ係まで。締め切りは２月１８日

（水）の消印まで有効。正解者の中から抽選

で５人の方に記念品をプレゼントします。

発表は３月号の紙上で。先月の当選者は次

の５人の方です。（敬称略）
佐々木映子（横町）、横山喜一（大砂川）、

佐藤君子（本郷）、長谷川窮（本郷）、須

藤いち（本荘市）

ビンスの
コーヒーブレイク

２００４年の豊富…アメリカの教員免許
　　　を取得するために大学院へ

ビンセント・ケスラーさん　
　　　　　　　ＡＬＴ（外国語指導助手）

材料（４人分）
　サメ（刺身用）１／４尾
　大根　　　　１５ｃｍ位
　人参　　　　１／２本
　ほうれん草　１／２把
　長ネギ　　　　５ｃｍ
　塩・こしょう　少々
　片栗粉　　　　少々　

　旬のサメは、脂溶性ビタ

ミンのビタミンＡ（レチ

ノール）を多く含んでおり、

視覚の正常化や感染症予防

等に効果のある食材です

旬魚　菜　逸　品
のものでつくる旬魚　菜　逸　品
のものでつくる
魚　菜　逸　品
のものでつくる

温泉旅行に行かれますか？

　食生活改善推進協議会のメンバー
の方が、地場産の旬の食材を使って
つくった料理を紹介します。�
　今月の旬のものは『サメ』

サメの大根巻きサメの大根巻き

鳥の海２区　　　立石１区　　　　立石１区　　
菅原　美恵さん　松本　良子さん　野呂　睦子さん　

秋田県は温泉が有名ですが、皆さんは温泉は好きですか？僕は

大好きです。僕の出身のワシントン州にも温泉（ホットスプリン

グ）が出ているところはありますが、日本のとは全然違います。

周りにホテルが建ったり、観光地（温泉地）などになることはあ

りません。ほとんどのホットスプリングまでハイキングして行か

なければいけないので、入るときは水着を着ます。そのうえ、ほ

とんどのものは熱すぎたり、酸性が強すぎたりして、とてもじゃ

ないけど入れません。

アメリカ人の多くは、日本といえば、東京の湯気のもくもくし

た壁に富士山の絵が描かれてある銭湯の浴場をイメージすると思

います。温泉は日本での大きな思い出の一つです。特に雪の中の

温泉は、僕にとってとても日本っぽいです。

昨年、乳頭温泉の鶴の湯に行きました。そして、今年は花巻温

泉の大沢温泉に行きました。一つは伝統的でほとんど３００年もの

間変わらないままで、もう一つは現代風に必要に応じてデザイン

されています。どちらも古い由来のある温泉であり、どちらも素

晴らしくとても楽しむことができました。雪が融けるまでにいく

つかの東北の自炊できる温泉宿に泊まってみたいです。

作り方

㈰ 大根は薄くスライスする。

㈪ 人参、ほうれん草は適当な大きさに切ってゆでる。

㈫ サメは５ｃｍの長さ、１．５cm幅に切り、塩・こしょう・片栗粉を

まぶしておく。

㈬㈰の大根に㈪㈫長ネギを並べて巻き、つまようじで止める。

㈭湯気の上がった蒸し器に㈬を並べ５分蒸す。

㈮器に㈭を盛り付け、タレを添える。

㈪

し も 　 ら

き

　 ど 　 た ち

り

し 　 ま

な

の ぼ

㈫

㈰

㈬

大根おろし
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◆生活チェック教室

期日　２月１９日（木）

受付　午前９時３０分～１０時

場所　町保健センター

内容　調理実習

対象　成人病検診で要指導、要観

察となった人

申し込み先　１７日（火）まで福祉課

保健係（☎４３－７５０１）へ

※家族の方の参加でも構いません

◆乳児健診

期日　２月２０日（金）

受付　午後１時～１時３０分

場所　町保健センター

対象　平成１５年２月、６月、９月

１６日～１０月１９日

※１月の健診を受けられなかった

乳児は、今回受けるようにして

ください

◆障害者控除等（要介護認定者）

の申請

次の要件に該当すると思われる

方で、所得税の控除申告を予定さ

れる場合には、福祉課介護保険係

へ申請してください。

◇身体障害者手帳等の交付を受け

ていない６５歳以上の方で、障害

により日常生活に支障があり、

身体障害者手帳等の所有者と同

等と思われる方

◇おむつ代の医療費控除の証明（２

年目以降）の確認が必要な方

問い合わせ先　福祉課介護保険係

（☎４３―７５０１）

◆「学童保育」児童募集

１６年度の「学童保育」を４月１

日から始めます。保育を希望する

方は、次のとおり申し込んでくだ

さい。

対象児童　小学１～３年生

定員　２０人程度（書類選考による）

保育時間

　　◇月～金曜日　学校終了後～

午後６時３０分（学校の行事等

で変更あり）

　　◇土曜日および長期休み期間

午前７時３０分～午後６時３０分

保育料　月３，０００円程度

申し込み・問い合わせ先　３月１５

日（月）まで福祉課福祉係へ

日時　２月２２日（日）

　　　午前８時３０分～

場所　町民体育館

参加資格・チームの構成

　　高校生以上の本町在住または

通学・通勤者で１チーム５人

以上

参加料　１チーム１，０００円と保険料

１人１００円

申し込み・問い合わせ先　２月１３

日（金）まで参加料を添えて町民

体育館（☎３３―８８５５）へ

※申込用紙は町民体育館にありま

　す。
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◆「矢島スキー場開き」
日時　１２月５日（金）
　　　神事：午前１０時～
問い合わせ先　矢島町企画商工観光

課（☎５５―４９５３）

◆「ゆりえもん元旦イベント」
日時　１月１日（木）　午前１０時～
場所　ゆりの里交流センター
　　　「ゆりえもん」
内容　鏡開き、ちびっ子餅つき大会

（午前１０時３０分と午後３時の
２回）

問い合わせ先　由利町企画商工課
　　（☎５３―２１１１）

矢島町

金浦町由利町

東由利町

鳥海町

広　 域

情　 報

町営住宅入居者募集ＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

健康・福祉

町民フットサル大会
参加チーム募集

象潟町議会議員一般選挙
　　　　立候補予定者説明会

日時　２月１８日（水）　午後１時３０分～
場所　役場２階大会議室　　

町選挙管理委員会では、象潟町議会議員一般選挙に向けての立

候補予定者説明会を次のとおり開催します。

この説明会は、立候補の届け出が正確かつ迅速に行われるよう

に、また、選挙運動の適正を期して開催するものです。

各届出用紙も、この説明会の際に配布します。

立候補予定者は、ぜひ出席してください

　　問い合わせ先　総務課内選挙管理委員会（☎４３―７５０７）

建石団地　３ＤＫ　１戸（３階）

申し込み先　２月１３日（金）まで、建設課管理係（☎４３―７５０９）へ

役場臨時職員等を募集します
◎常勤的職種

◎パート的職種

◎業務委託（下記の業務は町との委託契約となります）

◇象潟町に在住している方に限ります。

◇男女の別は問いません。応募年齢は各職種ごとに記載しているとおりです。

◇応募の方法および提出先

　　　履歴書に写真を添えて、希望職種を明記の上、２月１３日（金）まで、直接または郵便で総務課に

　　　提出してください。

　　　象潟町役場総務課行政係（☎４３―７５０７）　〒０１８―０１９２　象潟町字浜ノ田１番地

※詳細については、各所管課にお問い合わせください

あつあつ

おらほの 鍋自慢
日
　
時
　
２
月
２９
日
（日）
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前
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時
３０
分
〜
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道
の
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潟
「
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」
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設
会
場

前
売
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４
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円
　
　
当
日
券
　
５
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０
円

（甘酒カップ付）

しょっつる鍋、きりたんぽ鍋、カキ鍋など各地自慢の鍋を１０

種類ご用意。渡された器で、すべての鍋を楽しむことができま

す。ほかにも盛りだくさんのイベントが開催されますので、皆

さんのご来場をお待ちしています。

※詳細については、広報と一緒に配布されたチラシをご覧ください。

～鍋まつりが開催されます～

■前売券発売中■

《取扱場所》

・道の駅象潟「ねむの丘」　・ローソン象潟店　・デイリーヤマザキ象潟店

・観光協会　・象潟駅案内所　・商工会（本所、象潟支所、仁賀保支所）

・鶴泉荘　・くりりんハウス　・社会福祉協議会　・公民館　・町商工観光課

・金浦町企画課　・仁賀保町産業課

主
　
　
　
　
催
　
あ
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（
代
表
　
佐
々
木
郁
子
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問
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４
）

（鍋まつりは午前１１時から。鍋がなくなり次第終了となります。
　ほかのイベントは午後２時まで）

なべ

所　管　課
（問い合わせ先）

職　種　　　　  　 職  務  内  容　　　　　　　　任用期間　　　　　　そ　の　他
募集
人員

総務課

☎４３―７５０７

建設課

☎４３―７５０９

学校教育課

☎４３―７５０８

一般事務

現場作業員

図書事務

校 務 員

一般事務補助員
　月～金　８：３０～１７：１５
パソコンのWord、Excelのできる方

維持補修作業および重機運転等
　月～金　８：３０～１７：１５
※普通・大特免許及び車両系建
　設機械作業資格のある方

図書事務補助等
　月～金　８：００～１６：３０
パソコンのWord、Excelのできる方

校務員
　月～金　７：４５～１６：３０

若干名

若干名

若干名

４～３月
（１年限り）

４～３月
（１年限り）

４～３月
（１年限り）

役場内、郷土資料館、ガス水道事
業所のいずれかに勤務
　　土・日・祝日は休み
※年齢４０歳までの健康な方
　健康・厚生・雇用保険加入

町内各小中学校への勤務
　特に勤務を命じた日以外、休校
　日は休み
※年齢４０歳までの健康な方。ただ
　し、校務員は５５歳までの方
　健康・厚生・雇用保険加入

土・日・祝日は休み

※年齢６０歳までの健康な方

　健康・厚生・雇用保険加入

校務員は
更新あり

福祉課

☎４３―７５０１

学童保育

従事者

子育て支援

センター従

事者

小学校１～３年生の学童保育
　月～金　放課後～１８：３０
　土曜日および長期休み期間
　　　　　　７：３０～１８：３０

子育て支援および事務補助
　　　　　 ８：３０～１７：１５
※月に１０日程度の勤務
　保育士の有資格者

若干名

若干名

４～３月
（１年限り）

４～３月
（１年限り）

役場福祉課内保健センター勤務
※年齢５０歳未満の健康で子育て支
　援に関心のある方
　輪番制による勤務です

役場福祉課内保健センター勤務

※Word、Excelのできる方

　年齢５５歳未満の健康な方

勤務先は小砂川三崎公園
※年齢は６０歳までの健康な方
　３日ごとの交代勤務
　１２～３月は、１日２時間程度の
　勤務

◆「矢島スキー場開き」
日時　１２月５日（金）
　　　神事：午前１０時～
問い合わせ先　矢島町企画商工観光

課（☎５５―４９５３）

◆「ゆりえもん元旦イベント」
日時　１月１日（木）　午前１０時～
場所　ゆりの里交流センター
　　　「ゆりえもん」
内容　鏡開き、ちびっ子餅つき大会

（午前１０時３０分と午後３時の
２回）

問い合わせ先　由利町企画商工課
　　（☎５３―２１１１）

総務課

☎４３―７５０７

商工観光課

☎４３―７５０４

建設課

☎４３―７５０９

郷土資料館

☎４３―２００５

庁舎管理人

三崎公園

管理人

公園等管理人

 奈曽川河川公園

 栗山池公園

 霊峰公園

 象潟海水浴場

郷土資料館

の日直業務

役場庁舎管理人
　月～金　７：３０～１３：００
　　　　１３：００～１８：３０
　休日　　８：２０～１７：２０
庁舎施錠および開錠、庁舎内外
巡視、清掃等作業

土・日・祝日の日直業務
　　　　　８：３０～１７：１５
※館内の管理および料金徴収

三崎公園施設全般の管理
　　　　　   ８：３０～１７：１５
※年間１５０日程度の勤務

公園内草刈り、清掃、巡視、芝
生・植木の手入れほか

※勤務条件等はお問い合わせく
ださい

若干名

若干名

若干名

若干名

４～３月
（更新あり）

右記のとおり
（更新あり）

４～３月
（更新あり）

年齢６５歳までの健康な方

草刈り機操作のできる方

※半日（休日は１日）ごとの輪番制

奈曽川河川公園　４～１２月

栗山池公園　　　４～３月

霊峰公園　　　　４～１０月

象潟海水浴場　　４～３月

※希望する施設を指定してください

年齢６０歳までの健康な方

※輪番制による勤務です

［

通行止めのお知らせ
　農業集落排水事業工事に伴い、小砂川

駅南側の踏切が車両通行止めとなります。

ご不便をおかけしますが、ご協力をお願

いします。

期間　２月５日～３月２０日（終日）

工事発注業者　ＪＲ東日本秋田支社秋田

　　土木技術センター（☎０１８―８３５―６１４２）

施工業者　第一建設工業（株）　秋田土木工

　　　　事所（☎０１８―８８９―８５３０）

　　　　　連絡先　町農林水産課整備係

　　　　　　　　　　　（☎４３―７５０５）

駅
前

集
会
所

通行止め個所
※歩行者・自転車は
　通行できます。

旧
国
道

〒

至
酒
田

至
本
荘

小
砂
川
駅

４～３月
（更新あり）

きさかた発



金　　　豊　和（潟見町１区）

中　島　美紗子（上　荒　屋）

丸　山　博　巳（鳥の海２区）

鴫　原　利　枝（仁 賀 保 町）

玉　山　信　宏（神 奈 川 県）

須　藤　葉　子（大　須　郷）

佐々木　祥　悟　　　   小 　 浜

佐々木　羽　菜　　　  川　 　袋

佐々木　李　咲　  　　上 荒 屋

須　田　温　友　　　　     関

富　樫　孝　治（７０歳）大 　 森
土　門　　　藏（６６歳）小砂川１区
佐々木　シ　ケ（９０歳）小         浜
本　多　菊　江（８６歳）松 ケ 丘
村　上　基　一（９０歳）武道島２区
伊　藤　一　郎（８８歳）下 荒 屋
中　野　耕　祐（６７歳）３３　       　区
多　田　志美子（８９歳）冠   石
須　田　喜　作（７５歳）鳥の海２区
齊　藤　ヤ　ヱ（８５歳）栄         町
須　田　新　一（７７歳）中 橋 町
佐々木　フ　サ（９０歳）小　　浜
石　川　ツルヨ（８９歳）上浜の町
佐　藤　　登　（６３歳）浜 　 畑
池　田　酉　男（６４歳）川　　袋
齋　藤　マサヱ（８９歳）小　　滝
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※広報に掲載してほしくない方は、届け出のと
　きに住民係へお申し出ください。

平成１５年１２月末現在

世帯数　　４，０９０　（－　６）〈＋　１０〉
人　口　１３，０８５人（－２７）〈－　５４〉
　男　　　６，２８０人（－１２）〈－　２６〉
　女　　　６，８０５人（－１５）〈－　２８〉
※（ ）内は前月比、〈〉内は前年同月比

転入…１２人（３１７）     出生…　５人（８６）
転出…２８人（３０５）     死亡…１６人（１５２）
※（ ）は１月からの累計

  １日・神坂医院（☎４３―３１０８）
  ８日・さいとうクリニック（☎４３―３１０５）
 １１日・池田医院（☎４３―３１０６）
 １５日・象潟駅前皮フ科（☎４３―５２５２）
　２２日・金　病　院（☎４３―５５２２）
　２９日・木村医院（☎４３―３３０８）
診察時間は午前１０時～正午、午後１時
～３時です。―町医師会―
※変更の場合の問い合わせは、役場
　か消防署（☎３８－２３１０）へ

・親子ふるさと探検　講師：由利
　高校教諭・加藤竜悦氏（象潟海
　岸ほか　９時３０分～）

・ビン収集日（指定袋）

・ビン収集日（指定袋）

・ヤートセおどりの魅力を探ろう
　ワークショップ（体育館　１０時～）
　～２９日

・カン収集日（ボックス）

・カン収集日（ボックス）

・女性のつどい
　（公民館　８時５０分～）

・第２回資料館教室　講師：県立
　図書館長・半田和彦氏（公民館
　　１３時３０分～）

・鶴泉荘休館日

・町民体育館オープン記念内
　覧会・無料開放（９時～）

・町民体育館オープン記念
　バスケットボール大会（９時～）

・町民体育館オープン記念郡市８人制
　バレーボール親善交流（９時～）

・町民体育館リニューアルオープ
　ンイベント「踊って健康づくり」
　（１４時～）

・第２７回町民スキー大会
　（町営スキー場　９時～）

・カラテビクス教室（一般１０時～、
　年長児・小学生１１時１５分～）

・きさかた発「あつあつ
　おらほの鍋自慢」
　（ねむの丘　１０時３０分～）

・ねむの丘休館日（～１７日）

体

体

体

体

体

体

体

体

体

体

保

保

保

保

体

体

Ｂ

公

郷

郷

・ペットボトル収集日（指定袋）

・ペットボトル収集日（指定袋）

・スポーツ賞表彰式
　（公民館　９時３０分）

・第２５回町民フットサル大会
　（町民体育館　８時３０分）

２７　金

１　日

４　水

７　土

２　月

１３　金

１６　月

２３　月

１４　土

２１　土

２８　土

２２　日

２９　日

２４　火

１０　火

８　日

１８　水

１１　水
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役
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問
い
合
わ
せ

○４３

○４３

○３３

○４３

○４３

○４３

慶 弔 １２月１６日～１月１５日

届け出分 人口・世帯の動き

２月の在宅当番医

潮
騒
句
会

人
の
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の
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憶
う
す
れ
し
事
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哀
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な
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に
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そ
え
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に
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一
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藤
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子

短
　
歌
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・国保税第７期納期限

・国保税第８期納期限

２月のこよみ

〔

〔

〔

一
刃

３　／　１月

海砂を無償譲渡します
小砂川漁港隣接地にストック

してある浚渫した砂、約１，３００

㎥を希望者に無償で譲渡します。

なお、積み込み運搬費用等は

個人負担とします。希望者は農

林水産課林務水産係（☎４３―７５

０５）まで申し込んでください。

訂正とお詫び
　先月号のページ、議長のあいさつ

文５行目「一尺の幸」は「一層の幸」

の誤りでした。訂正してお詫びしま

す。




